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〔おとぎ話〕

新型コロナウイルス対策を見る
令和２年３月２７日

毛利春雄

Ⅰ 私の考える指揮系統

我が国が、新型コロナウイルス（以後、新型ウイルスと称します）に最

初の対応をしたのが１月６日（厚労省による注意喚起）、感染者が出たの

が１０日、ＰＣＲ検査の陽性反応が確認されたのが１６日です。

この時点で、新たな法律を作り直ぐに実行すべきでした。

・法の趣旨 新型コロナウイルスに関する全権限を「新型コロナウイル

ス対策本部・本部長首相」注１）に一任する。

・法の期限 いかなる理由があろうとも発令より１８０日後には、法の

権限は及ばない物とする。

・法の運用監視 立法府から４名（衆参与野党議員）、司法府から２名

の運用監視の委員を置く。この６名にはいかなる情報も開示する。対

策本部が解散したときには、法の運用に誤りが無かったかを判断する。

注１）現在の略・ウイルス対策特措法と類似の法律。

ここまでやっておけば、今頃安倍首相は世界のヒーローとして迎えられ

ていたことでしょう。「法的根拠が無い」などと戯言を並べてないで、法

律を作れば良かったのです。法律などキチンと筋を通せば、一日あれば出

来るでしょう。少なくとも３月の１３日以前にやるべきでした。

Ⅱ 対応のための権限

何時ものことながら、我が国はリーダーの見えない、リーダーシップが

発揮されない散漫な対策だと感じました。今度の対策で安倍首相の記者会

見は何時行われたのか、今でもトップの顔がよく見えないのです。注２）

注２）安倍首相の記者会見が行われたのは、一回目が２月２９日、二回目が３月

１５日だそうです。

１．指揮系統（権限）の確立とリーダー（私の調べによる期日です）

新型ウイルスが中国武漢で発生したとされるのは２０１９年１１月で、

１２月３１日にＷＨＯ（世界保健機関）に報告されています。

我が国では新型ウイルスに対する集まりは、２０２０年１月２１日（以

後年号を省きます）「新型コロナウイルスに関連した感染症対策に関する

関係閣僚会議」と云う情報収集と対応のため集まりが持たれました。注３）

注３）ちなみに、今度の対応で最も適切な対応策を取ったと言われる台湾では１月
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３日には「緊急事態会議」を開催、１月１２日中国本土に専門家調査団を派遣、

１月２０日に「中央感染症指揮センター」を立ち上げています。

また、新型コロナウイルス感染症専門家会議」が出された状況分析・提

言（３月１９日）を読ませてもらうと、北海道の効果と題して「・・一定

の効果があったものと判断」とありますが、これが「良かった」とか「評

価する」とかの言葉はありませんでした。さらに、和歌山のことは一言も

取り上げていませんでした。明らかにこの両者は国よりも一歩先んじて対

策打ち、効果を得ていると私は判断しました。

そして、この時点で関東圏の都県、大阪、名古屋に強く自粛要請すべき

でした。私は、緊急事態宣言のもと一定の外出制限（買い物、通院、食料

品販売の業種への勤務、インフレ業種への勤務・水道・電気通信・ガス・

廃棄物業者等、自治体・警察・病院等公共事業への勤務を除く）をすべき

だと思いました。

Ⅲ リーダーシップ

私が知る限り、国のリーダーの顔がよく見えたのは、田中角栄（列島改

造論）、中曽根康弘－後藤田正晴（大島・三原山の危機管理対応）、小泉純

一郎（郵政民営化）ぐらいです。

何故、日本のリーダーは顔が見えないのかというと、事に当たってリー

ダーシップを発揮しないからです。ましてや、危機管理において顔が見え

ないと云うことは、荒海での方向が定まらない船みたいなものです。

「俺が責任を持つから・・・・・動ける船は全部大島へ行け（正確では

ありません）」注３）と言い切る人がいないのです。この時点で、自衛隊の

船に出動を命じていて、後から都知事・大島町長からの災害対策要請を受

けて出動した形を取ったはずです。（自衛隊法違反でしょ）

とにかく「人的被害を出さない」この一点だけで考えて取られた処置で、

後から経済支援、手当、避難支援等々が考えられたのです。このために東

海汽船が８隻、漁船（名前は判りません）２隻、海上保安庁、海上自衛隊

護衛艦、南極観測船（南極行きを延期？）等々が駆けつけたそうです。

注３）我が国で、一番危機管理が上手く行った例としてよく取り上げられます。こ

の時リーダーが、後藤田官房長官・中曽根首相なのです。

Ⅳ 私の不満

神戸の震災をうけた私は、その後の危機管理に敏感になっており、災害

の度に対応策の遅れ、責任を取ろうとしない危機管理の運営者にリーダー

のいないことをリーダーシップの聞こえないことに不満を感じるのです。
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このことは、東日本の震災の折にも記していますが、今度の件ではブロ

グに記しています。一番直近のものを以下に掲載します。

”批判だけなら私でも出来ます”他に、書くことが無いから、愚痴でも

聞いて下さい。

新型コロナウイルスについて、私の判断基準は多くがテレビからの薄っ

ぺらなものです。即ち、地上波テレビの取材とコメンテーターの発言、Ｓ

ＮＳの情報が批判の基礎となっています。多く見ているのはジップと羽鳥

慎一モーニングショウー、昼おびです。新型コロナウイルスに付いては多

少専門的資料も読ませてもらいました。

でも、感染者への対処（発熱外来の設置、判定検査、処置）、各国の状

況（外出への取り組み方）、首長の発言を聞くと、全てに遅いと感じてい

るのは私だけなのでしょうか。

このような状況の中、日本人の生活環境の意識（マスク、手洗い、うが

いへの意識）の高さが、諸外国に比べて高いことが蔓延を防いでるだけで

あって、国の対策が上手くいっているとは思えないのです。むしろ、何を

やっても”遅い”と感じられるのです。

※私でも、人混みに出る時にはマスクをしています。手洗いも頻繁にしています。

私が遅いと感じたのは、２月の中旬です。この時から周囲の方々に「遅い、日本

の動きは鈍い」と話して来ました。

緊急対策本部を３月２６日に立ち上げる？、台湾は１月２日ですよ。ヨ

ーロッパでの感染拡大、外出制限の状況を知っていながら、この我が国の

状況はいかがなものか。小池知事もだらしないけど、この知事に「もっと

国がリーダーシップを取って」と言われる首相もだらしないと思いません

か。

北海道は収束宣言ですよ。和歌山も事実上の収束です。何故、最も危機

が危ぶまれた東京、大阪もこの時に同じような対策が取れなかったのです

か。取れていれば、日本は今頃”収束宣言”でした。

この問題が起きてからここまでで一番感じた事は、誰一人「リーダーシ

ップ」を取らない（責任を取りたくない？）ことです。

※和歌山、北海道の首長さんは偉い、今度のことでリーダーシップが感じられたの

は、このお二人だけです。大阪の首長さんも頑張ったのですが。

責任は、このようなリーダーを選んでしまった私にもあるのです。でも、

悲しいかな、変わりのリーダーが見つからないのです。

”お亡くなりになった方々に深い哀悼の意を捧げます”
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